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埼玉県行政書士会東入間支部規則 

 

昭和５４年 ７月１４日 施行 

平成２８年 ２月１６日 改正 

令和４年５月１２日  改正 

 

第１章  総則 

第２章  支部会員 

第３章  支部役員 

第４章  会議 

第５章  支部総会 

第６章  支部役員会 

第７章  支部会費、資産、会計 

第８章  本会代議員及び予備代議員 

第９章  補則 

 

 

第１章 総 則 

  

（支部の設置） 

第１条 支部は、埼玉県行政書士会（以下「本会」という。）会則第４６条第１

項により設置する。 

 

（名称） 

第２条 本支部は、埼玉県行政書士会東入間支部（以下「本支部」という。）と

称する。 

 

(支部区域） 

第３条 本支部は、富士見市、ふじみ野市、入間郡三芳町をもって支部の区域（以

下「支部区域」という。）とする。 
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（支部会員） 

第４条 本会に入会した会員で、本支部区域内に事務所を有する者は、本支部の

会員（以下「支部会員」という。）となる。 

 

（事務所の所在地） 

第５条 本支部の事務所は、原則として支部長の事務所に置く。ただし、支部区

域内であれば、支部長の事務所以外に置くことを妨げない。 

 

（目的） 

第６条 本支部は、本会との連絡調整を行い、併せて業務の改善・発展と会員相

互の親睦を図るとともに、地域への貢献に資することを目的とする。 

 

(事業） 

第７条 本支部は、次の事業を行う。 

一 業務に関する連絡、改善及び研修に関すること 

二 本会よりの連絡事項の伝達及び本会に対する要望事項の進達に関すること 

三 関係官公署との連絡調整に関すること 

四 地域の貢献活動に関すること 

五 その他、支部の目的を達成するために必要な事項に関すること 

  

  

第２章 支部会員 

 

（支部会員名簿） 

第８条 本支部に支部会員名簿を備える。 

 

（退会） 

第９条 支部会員が、本会会則第９条若しくは第９条の２に該当した場合、又は
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他支部に所属したときは、本支部を退会したものとする。 

 

（責務） 

第１０条 支部会員は、行政書士法、本会会則及び支部規則を遵守して、誠実・

公正かつ迅速に、その業務を行わなければならない。 

 

（品位の保持） 

第１１条 支部会員は、業務上必要な学術の研究及び実務の研鑽に努力し、たえ

ず人格の向上をはかり、行政書士としての品位を保持しなければならない。 

 

 

第３章 支部役員 

 

（支部役員及び選任） 

第１２条 本支部に、次の役員を置く 

一 支 部 長  １ 名 

二 副支部長  ２ 名以内 

三 支部理事  若干名 

四 会 計  ２ 名以内 

五 監 事  ２ 名以内 

２ 支部役員は、支部総会で選任する。但し、支部役員に欠員を生じ、又は増員

の必要がある場合で、臨時総会を開催することができない特段の事由がある

場合に限り、支部役員会で後任者等を選出することができる。 

３ 支部長は、支部役員に変更があったときは、その都度、本会会長に報告しな

ければならない。 

 

（業務の分掌） 

第１３条 支部役員は、支部の業務を分掌する。 

総務部 
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   （１）支部会員の把握と会員名簿の整備。 

   （２）文書の収受・発送・保管および庶務に関すること。 

   （３）会議の開催に関すること。 

   （４）その他、他の部の所管に属さないこと。 

 

経理部 

   （１）会計の事務に関すること。 

   （２）予算及び決算に関すること。 

   （３）金銭及び物品の出納に関すること。 

   （４）慶弔に関すること。 

 

企画事業部 

   （１）業務の改善・向上に関する企画及び立案。 

   （２）業務関係法令の調査・研究に関すること。 

   （３）会員の業務指導ならびに連絡に関すること。 

   （４）無料相談会の実施に関すること。 

   （５）地域の貢献活動に関すること。 

 

（支部役員の職務） 

第１４条 支部長は、支部を代表し、会務を総理する。 

２ 副支部長は支部長を補佐し、支部長に事故あるとき又は欠けたときは、その

職務を代行する。 

３ 支部理事は、分掌された業務を処理し、支部運営の執行にあたる。 

４ 会計は、支部の経理事務を処理する。 

５ 監事は、支部の資産及び会計の状況を監査する。 

 

（支部役員の任期） 

第１５条 支部役員の任期は、就任後の第２回目の支部定時総会の終結のとき

までとする。ただし、欠員又は増員により選任された支部役員の任期は、他の
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支部役員の残存期間と同一とする。 

２ 支部役員は、再任を妨げない 

  

 

第４章 会議 

  

（会議） 

第１６条 支部の会議は、支部総会と支部役員会とする。 

 

 

第５章 支部総会 

 

（支部総会） 

第１７条 支部総会は、定時支部総会と臨時支部総会の２種類とする。 

２ 定時支部総会は、本会総会前に開催する。 

３ 臨時支部総会は、支部長が必要と認めたとき、又は個人支部会員の３分の１

以上から、会議の目的及び開催理由を付した書面により請求があったときは、

これを開催しなければならない。 

 

（通知） 

第１８条 支部長は、支部総会開催の７日前までに、支部総会の日時、場所等を

記載した書面並びに総会資料を、全支部会員に送付することによりこれを通

知する。 

 

（定足数） 

第１９条 支部総会は、個人支部会員の２分の１以上（委任による者を含む）の

出席がなければ、これを開くことができない。 

 

（議決事項） 

第２０条 支部総会は、次の事項を議決する。 
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一 事業報告及び決算の承認に関すること 

二 事業計画及び予算の決定に関すること 

三 支部役員の選任、及び解任に関すること 

四 支部規則の制定、改廃及び変更に関すること 

五 本会代議員及び予備代議員の選任及び解任に関すること 

六 その他、支部総会において審議することを相当と認めたこと 

 

（議長） 

第２１条 支部総会の議長は、支部総会で選任する。 

２ 支部総会の議長は、議事進行のすべてを司る。 

 

（議決及び議決権） 

第２２条 支部総会の決議は、出席した個人支部会員の過半数で議決し、可否同

数の時は議長が決する。 

２ 支部総会の議決については、特別の利害関係を有する者は、議決権を行使す

ることができない。 

 

（インターネット等会議による支部総会の開催） 

第２２条の２ この規則により支部総会で議決をすべき場合において、感染症の

蔓延、大規模災害の発生その他の事由により現実空間にある議場への参集が

著しく困難であるときは、支部長は、インターネット通信設備その他の方法に

よる支部総会を開催することができる。 

 

（議事録の作成及び管理等） 

第２３条 支部総会の議事については、議事録を作成し、議長及び出席した個人

支部会員２名が署名押印しなければならない。 

２ 支部総会の議事録及び決議事項の記録は、支部長が保管・管理し、支部会員

より請求があるときは、これを閲覧させることができる。 

３ 支部長は、本会会則施行規則第２１条第１項の規定により、支部総会後、速
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やかに支部総会議事録（議案書添付）を本会会長に提出しなければならない。 

 

 

第６章 支部役員会 

 

（支部役員会） 

第２４条 支部役員会は、支部長、副支部長、支部理事及び会計をもって構成す

る。 

２ 監事は、支部役員会に出席して意見を述べることができる。ただし、議決に

参加することはできない。 

 

（招集） 

第２５条 支部役員会は、支部長が招集する。ただし、支部会員の個人会員数の

２分の１以上の者から、会議の目的及び招集の理由を記載した書面により、招

集を請求されたときは、支部長はこれを招集しなければならない。 

２ 招集は、開催の日の７日前までに会議の日時、場所及び会議の目的を記載し

た文書をもって通知しなければならない。 

３ 支部役員会は、支部役員の２分の１以上の者が出席しなければ、これを開く

ことができない。 

４ 支部長は、緊急を要するときは、招集の期間を短縮し、又はその手続きを省

略して招集することができる。 

 

（議長及び議決） 

第２６条 支部役員会の議長は支部長又は支部長が指名した者とし、出席支部

役員の過半数で決し、可否同数の時は議長が決する。 

 

（議決事項） 

第２７条 支部役員会は、次の事項を議決する。 

一 支部総会に付議する事項に関すること 
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二 支部総会で議決した事項の執行に関すること 

三 支部の事業の執行に関すること 

四 支部規則及び各種規程等の制定、改廃及び変更に関すること 

五 支部長から付議された事項に関すること 

六 その他、支部事業の円滑な運営を図るための必要な事項に関すること 

 

（インターネット等会議による支部役員会への出席） 

第２７条の２ この規則により支部役員会で議決をすべき場合において、支部

長は、必要と認めるときは、インターネット通信設備その他の方法による支部

役員会を開催することができる。 

 

（議事録の作成及び管理等） 

第２８条 支部役員会議事録については,支部役員の職務分掌に従ってこれを

作成し、支部長が保管・管理し、必要に応じて支部会員に閲覧させることがで

きる。 

 

 

第７章 支部会費、資産、会計 

 

（会計年度） 

第２９条 支部の会計年度は、毎年４月１日から始まり、翌年３月３１日に終

る。 

 

（資産の構成） 

第３０条 支部の資産は、本会よりの交付金、支部会員の支部会費、その他の収

入をもって構成する。 

 

（支部会費及びその返還） 

第３１条 支部会員は、支部会費を納入する。支部会費は、１ヶ月金５００円と
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し、年度当初に全額前納とする。年度中途の入会者は当該月をもって１月とし

て月割りの額を納入する。 

２ 支部会員が年度の途中退会、移転、又は死亡したときは、返納しない。 

３ 第１項の規定にかかわらず、支部会費については、当分の間徴収しない事と

する。 

 

（出張費等の支給） 

第３２条 支部役員又は支部会員が、支部の業務のために出張した場合等の費

用は、別途定めて支給する。 

 

（支部の資産の管理） 

第３３条 支部の資産は、支部役員会の決議に基づき、支部長が管理する。 

 

 

第８章 本会代議員及び予備代議員 

 

 

（本会代議員及び予備代議員の数及び選出） 

第３４条 本会の総会に出席する本会代議員及び予備代議員は、毎年４月１日

現在の個人支部会員の数を基準とし、本会会則の規定するところにより、個人

支部会員の中から支部総会において選出する。 

 

（本会代議員及び予備代議員の選出報告） 

第３５条 支部長は、本会代議員及び予備代議員の選出結果を本会会則第２９

条第３項の規定に従い、毎年５月１５日までに本会会長に報告しなければな

らない。 

 

（本会代議員及び予備代議員の任期） 

第３６条 本会代議員及び予備代議員の任期は１年とする、ただし、再任を妨げ
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ない。 

 

 

第９章 補 則 

 

（支部会員の慶弔） 

第３７条 支部会員の慶弔等に関する取り扱いは、別途定める。 

２ 支部長は、支部会員の慶弔及び罹災について、その都度、本会会長に報告し

なければならない。 

 

（顧問及び相談役） 

第３８条 本支部に顧問または相談役を置くことができる。 

２ 顧問または相談役は、支部役員会に諮り支部長が委嘱する。 

 

（支部規則の制定、改廃及び承認） 

第３９条 支部規則の制定、変更は、本会会則施行規則第２０条第６項の規定に

よる支部総会での議決の後、同条第４項の規定による本会会長の承認を得な

ければならない。 

 

 

 

附 則 

１．この規則は、昭和５４年７月１４日から施行する。 

附 則 

１．この規則は、平成２８年２月１６日から施行する。 

附 則 

１．この規則は、令和４年５月１２日から施行する。 


